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名称 株式会社　三凌商事
設立 １９７５年（昭和５０年）９月１０日
資本金 ４，０００万円
代表 代表取締役社長　赤石　賢治

事業所 本社
所在地 東京都町田市木曽東１－３４－６

電話　０４２－７２６－２６４７（代）　ＦＡＸ　０４２－７２７－６７４３
床面積 ３４０㎡
従業員 ７９名

事業所 横浜支社
所在地 神奈川県横浜市緑区長津田町４３９７－４

電話　０４５－９８５－３７５１　ＦＡＸ　０４５－９８５－３７３０
床面積 ２４㎡
従業員 １７名

事業所 川崎支社
所在地 神奈川県川崎市麻生区下麻生２－１２－２５

電話　０４４－９８１－３８７７　ＦＡＸ　０４４－９８１－３８８０
床面積 １１４㎡
従業員 １１名

事業所 相模原支社
所在地 神奈川県相模原市緑区橋本台１－１４－１３

電話　０４２－７７４－３２３１　ＦＡＸ　０４２－７７３－７３８８
床面積 ２７８㎡
従業員 ４６名

事業所 厚木支社
所在地 神奈川県厚木市旭町１－２１－８

電話　０４６－２２８－０４７２　ＦＡＸ　０４６－２８５－３３３６

床面積 ６０㎡

従業員 　４名

事業所 三凌愛川リサイクルセンター　第１工場
所在地 神奈川県愛甲郡愛川町中津６７６６−１

電話　０４６－２８６−９５６１　ＦＡＸ　０４６－２８５－３３３６

床面積 ８７１㎡

従業員 ４名

事業所 三凌愛川リサイクルセンター　第２工場
所在地 神奈川県愛甲郡愛川町中津６９０３−１

電話　０４６－２８５−２８７１　ＦＡＸ　０４６－２８５－３３３６

床面積 ３、３６６㎡

従業員 ２名

事業所 三凌愛川リサイクルセンター　第３工場
所在地 神奈川県愛甲郡愛川町中津６７６７−１

電話　０４６－２８５−１１２６　ＦＡＸ　０４６－２８５－３３３６

床面積 ７８５㎡

従業員 １名

事業所 三凌愛川リサイクルセンター　第４工場
所在地 神奈川県愛甲郡愛川町中津６８９７−２

電話　０４６－２８４−５５６６　ＦＡＸ　０４６－２８５－７７００

床面積 ３、６８２㎡

従業員 １８名

組織の概要

対象事業所



連絡先：環境事務局
電話　０４２－７２６－２６４７（代）　
ＦＡＸ　０４２－７２７－６７４３

事務局担当者 総務部

環境管理責任者並び各担当者
役割 所属

環境管理責任者 総務部

エコアクション２１　実施体制組織図

環境各担当者

営業部

本社業務部

横浜支社

川崎支社

相模原支社

厚木支社

愛川支社

代表取締役社長

赤石 賢治

環境管理責任者

環境事務局

環境委員会

営業部

本社業務部

厚木支社

相模原支社

横浜支社

川崎支社

愛川支社

三凌愛川リサイクルセンター 第１工場

三凌愛川リサイクルセンター 第２工場

三凌愛川リサイクルセンター 第３工場

三凌愛川リサイクルセンター 第４工場



・ 一般廃棄物収集運搬
・ 産業廃棄物収集運搬
・ 販売業

脱臭装置、脱臭剤等の装置及び工業薬品の販売

・ フィルードメンテナンス
道路、側溝、管路、公園等の清掃

・ ビルメンテナンス
ビル清掃全般

NO NO

1 14

2 15

3 16

4

5

6

7 NO 台数

8 1

9 2

10 3

11 4

12 5

13

※各年度は６月～５月となります。

塵芥車 73

脱着装置コンテナ車 15

事業活動

愛川支社の事業活動(保有施設)
・第一工場　産業廃棄物処分業
　沈降分離・脱水施設、溶融施設
・第二工場　産業廃棄物処分業
　堆肥化施設
・第三工場  一般廃棄物処分業
　粉砕・破砕施設
・第四工場　産業廃棄物処分業
　機械選別施設、破砕施設、圧縮施設

使用車両　・　使用重機

使用車両 台数 使用車両 台数

路面清掃車

軽乗用車

1

1

ダンプ車 8

吸引車（汚泥吸引車） 5

平ボディ（リフタ付） 7

平ボディ 9

粉粒体運搬車 3

吸引車（バキューム車） 6

高圧洗浄車 4

散水車 2

作業用具運搬車 2

軽トラック車 2

乗用車 29

合計 168

フォークリフト

使用重機

5

２０１８年度 百万円

２０１６年度 ３,８４３百万円
２０１７年度 ３,６１２百万円

事業の規模

売上高
年度 全体

ショベルローダー

ミニユンボ

ホイールローダー

アルミコンテンナ箱車 1

油圧ショベル

処理量

収集運搬した廃棄物の処理量 中間処理(受入）した廃棄物の処理量

４４４ t

一般廃（ t ）
２０１６年度

2

1

1

3

合計 12

１４，０８２ t ３７，６７０ t ２０１６年度 ６，４４４ t ５４４ t
年度 産廃（ ｔ ） 一般廃（ t ） 年度 産廃（ ｔ ）

２０１７年度 １６，７７６ t ２７，０８３ t ２０１７年度 ６，３４２ t

※各年度は６月～５月となります。 ※各年度は６月～５月となります。
２０１８年度  t ３３, ４３１ t ２０１８年度 ６,　１８１ t ３７４ t



2018年 9月 １日現在

地
区

業種名 自治体名 許可番号 文書番号 許可年月日 許可期限 種類　（制限等）

一般廃棄物
収集運搬

町田市 第21号 2018年4月1日 2020年3月31日

紙くず・厨芥類・木くず・繊
維くず・剪定枝・畳・ディス
ポーザ汚泥・特定家庭用機
器廃棄物

〃 多摩市 第5号 平成30年4月1日 令和2年3月31日

事業系一般廃棄物（普通ごみ）

〃 八王子市 許可第032号 平成30年7月18日 令和2年7月31日

事業系一般廃棄物
(厨芥、木くず、紙くず、、繊維く
ず）

〃 東村山市 許可第42号 平成30年8月11日 令和2年8月10日

一般廃棄物(ごみ)

〃 稲城市 許可一廃第18号 平成30年7月13日 令和2年7月19日

事業系一般廃棄物

〃 狛江市 許可一廃第17号 平成28年9月1日 令和2年8月31日

厨芥・紙くず

〃 横浜市 第1057号 平成30年4月1日 令和2年3月31日

一般廃棄物（ごみ）

〃 川崎市
許可番号
第0054号

平成28年10月1日 平成30年9月30日

制限：取り扱う一般廃棄物は事業
活動に伴って生じたものに限る。
※食品廃棄物等の収集運搬は、
川崎市の焼却施設へ搬入する車
両以外の専用車輌で行うものに限
る。

〃 厚木市 厚木市指令第83号 平成30年4月1日 令和2年3月31日

ごみ（一般廃棄物）

〃 相模原市 相許可第A0036号
相模原市指
令(廃指一)

第75号
平成30年4月1日 令和2年3月31日

一般廃棄物（ごみ）

〃 愛川町 第29-10号 平成30年4月1日 令和2年3月31日

一般廃棄物
（生ごみ・紙くず・木くず・剪定
枝）

一般廃棄物
処分

愛川町 第29-11号 平成30年3月11日 令和2年3月10日

一般廃棄物

（木くず・剪定枝・草）

東
京
都

神
奈
川

一般廃棄物取得許可一覧表



2018年 9月 1日現在

業種名 所轄庁 許可番号 許可年月日 許可期限 品目数 許可品目

産業廃棄物収集運搬業
（保管・積替えを含まない） 東京都 １３-００-００８２９２ 平 成 27 年 2 月 23 日 令 和 4 年 2 月 22 日 15

燃、汚、廃油、廃酸、廃ｱ、プ、
紙、木、繊、動植、金、ガ、鉱、
がれき、ばいじん
（石綿含有産業廃棄物を含む）
（水銀使用製品産業廃棄物を
含む）（水銀含有ばいじん等を
含む）
※産廃ｴｷｽﾊﾟｰﾄ認定番号：3-
14-A0030

産業廃棄物収集運搬業
（積替・保管を含む）

神奈川県 ０１４１２００８２９２ 平成26年10月24日 令 和 3 年 9 月 19 日 16

ア.（積替・保管を除く）燃、汚、廃油、廃酸、廃ｱ、
プ、紙、木、繊、動植、ｺﾞﾑ、金、ガ、鉱、がれき、
ばいじん
(プ、ガ、がれきは石綿含有産業廃棄物を含む）
（水銀使用製品作業廃棄物を含む）（燃、汚、廃
酸、　廃ｱ、鉱、ばいじんは水銀含有ばいじん等を
含む）　　　　　イ.（積替・保管を含む）汚、プ、金、
ガ（すべて水銀使用製品産業廃棄物に限る。）

産業廃棄物収集運搬業
（保管・積替えを含まない） 埼玉県 ０１１００００８２９２ 平 成 29 年 1 月 24 日 令 和 5 年 12 月 25 日 12

燃、汚、廃酸、廃ｱ、プ、紙、
木、動植、金、ガ、がれき、ばい
じん
(プ、ガ、がれきは石綿含有産
業廃棄物含む）　　　　　　　＊
汚・廃酸・廃ｱ・プ・金・ガは水銀
使用製品産業廃棄物を含む

〃 長野県 ２００９００８２９２ 平 成 25 年 9 月 19 日 平 成 30 年 9 月 18 日 8

燃、汚、廃油、プ、紙、木、
金、ガ
（プ、ガは石綿含有産業廃
棄物を含む。
  プ、金、ガは、自動車等破
砕物を除く。）

〃 山梨県 ０１９００００８２９２ 平成28年11月29日 令 和 5 年 11 月 28 日 12

燃、汚、廃油、廃酸、廃ア、
プ、紙、木、繊、金、ガ、が
れき　＊ただし、石綿含有
産業廃棄物、水銀使用製
品産業廃棄物を含み、水銀
含有ばいじん等を含まな
い。

〃 栃木県 ００９００００８２９２ 平成26年12月16日 令 和 3 年 12 月 15 日 3
燃、汚、ばいじん

〃 静岡県 ０２２０１００８２９２ 平 成 28 年 3 月 22 日 令 和 5 年 3 月 21 日 1
汚

〃 千葉県 ０１２００００８２９２ 平 成 29 年 8 月 9 日 令 和 6 年 5 月 30 日 16

燃、汚、廃油、廃酸、廃ｱ、プ、紙、
木、繊、動植、ｺﾞﾑ、金、ガ、鉱、がれ
き、ばいじん
(プ、ガ、がれきは石綿含有産業廃
棄物を含む。プ、金、ガは水銀使用
製品産業廃棄物を含み自動車等破
砕物を除く。）
（汚・廃油・廃酸・廃ｱは水銀使用製
品産業廃棄物を含む）（ばいじんは
水銀含有ばいじんを含む）

産業廃棄物処分業 神奈川県 ０１４２２００８２９２ 平成26年10月20日 令 和 3 年 9 月 19 日 10

ア　沈殿分離－汚（水路、下水
道管渠及び道路側溝から排出
されたものに限る）
イ　脱水－－－汚（水路、下水
道管渠及び道路側溝、ﾏﾝﾎｰ
ﾙ、ﾋﾞﾙﾋﾟｯﾄ等の高速洗浄に
伴って発生するｽﾗﾘｰ状のもの
に限る）
ウ　溶融－－－プ（再生可能な
ものに限る）
エ　堆肥化－－汚、木、動植、
ふん
オ　選別－－－プ、紙、木、
繊、金、ガ、がれき
カ　破砕－－－木、ガ、金、プ
（ガ金プは蛍光管に限る）
キ　圧縮－－－プ
（プ・金・ガ（蛍光管にかぎる）＊
水銀使用製品産業廃棄物を含
む）

※　青色のセルは優良事業者認定された自治体

産業廃棄物取得許可一覧表



神奈川県産業廃棄物収集運搬業
積替え保管施設

設置場所　：　神奈川県愛甲郡愛川町中津字大塚下６９００番３

・廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず・陶磁器くず
　（水銀使用製品産業廃棄物）
　①コンテナ倉庫　　保管面積　５.８３㎡　　　最大保管量　６.０５㎥　　　高さ　１.７３ｍ

・汚泥、廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず・陶磁器くず
　（水銀使用製品産業廃棄物）
　②コンテナ倉庫　　保管面積　６.０１㎡　　　最大保管量　４.６３㎥　　　高さ　１.７０ｍ





















エコアクション２１ 環境方針 

 

環境理念 

株式会社三凌商事は、事業活動が地球温暖化に関わっていることを認識し、社員全員で地域社会と

地球環境保全に対する取り組みを積極的に推進し、環境負荷の低減に努めます。 

 

環境方針 

株式会社三凌商事は、全ての事業活動を通じ環境保全を重要課題として取り組み、以下の行動指針

を定め、その実現に取り組みます。 

 

行動指針 

１． 省資源・省エネルギーに努めます。 

〇 再生紙・裏紙の使用・グリーン購入 

〇 電力・水の使用量を削減 

〇 エコドライブの推進による使用燃料・二酸化炭素排出量の削減 

〇 自社中間処理施設における受託廃棄物のリサイクル率向上 

〇 自社中間処理施設で使用する化学物質使用量の削減 

 

２． 環境関連法規の遵守に誓約します。 

〇 環境関連の諸法規及び当社が同意した各種協定の遵守 

 

３． 環境意識の向上を図ります。 

〇 社員の環境教育を定期的に実施 

〇 地域の環境行事に積極的に参加 

 

４． 継続的環境改善を実施します。 

〇 環境目標・行動計画を設定し、環境経営システムの運用と継続的改善を実施 

 

このエコアクション２１環境方針を全社員に周知すると共に、一般にも公開します。 

 

 

２００８年６月２日（改訂２０１７年７月６日） 

 

代表取締役社長   赤石 賢治  



別紙２

Ⅰ 環境目標
１．　中期計画 ２０１７年６月１日～２０１９年５月３１日（３年間）

２．　基準年 ２０１８年６月１日～２０１９年５月３１日（１年間）

３．　目標 ２０１７年度実績に基づき、削減を下表のとおり設定する。

２０１７年 ２０１８年 ２０１９年

実績 ０.２％削減 ０.４％削減

1 1,771,295 1,767,752 1,760,681

2 2,115 2,111 2,102

3 3.03 3.02 3.01

Ⅱ 環境活動の取組
１．　二酸化炭素排出量の削減（温室効果ガス排出量の削減：電気・車両燃料・ガス）

２．　総排水量の削減（下水道・上水）

３．　当事業所から排出される廃棄物量の削減（事務所内の一般廃棄物・産業廃棄物）

４．　グリーン購入品目の検討

５．　愛川支社以外では化学物質は使用していません

Ⅲ 環境活動の内容
NO

①

②

③

④

①

②

③

①

②

①

②

①

②

③

①

※ 基準年度：前年度実績とする。

※ 二酸化炭素排出量数値を求め、確認・評価すること。

環境上の主要業務

２０１８年度 環境目標と環境活動計画　（愛川支社を除く全社）

NO 目標値
単位

％

二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2

総排水量の削減 ㎥ 

廃棄物の削減 ｔ

電気

月間使用量の把握

エアコンの温度管理（暖房２２℃、冷房２８℃）

活動項目 活動内容

燃料

月間使用量の把握

車両・建設機械の点検整備

車両エコドライブ

ガス
月間使用量の把握

朝礼等で節ガスを啓蒙

2 総排水量の削減 水

水使用量の把握

朝礼等で節水を啓蒙

1
二酸化炭素排出量の削減
（温室効果ガス排出量の削減）

不要照明の消灯（昼休み未使用個所・トイレ）

機器・機械類不使用時のＯＦＦ（ディスプレーパワーオフ）

3
当事業所から排出される廃
棄物量の削減

廃棄物

廃棄物排出量の把握

朝礼等で分別徹底の啓蒙

裏紙使用によるＯＡ用紙の節約

4 グリーン購入 物品等
グリーン購入品目の検討



別紙２

Ⅰ 環境目標
１．　中期計画 ２０１７年６月１日～２０１９年５月３１日（３年間）

２．　基準年 ２０１８年６月１日～２０１９年５月３１日（１年間）

３．　目標 ２０１７年度実績に基づき、下表のとおり設定する。

２０１７年 ２０１８年 ２０１９年

実績
１０％以内の

増加
２０１７年度
実績を維持

1 407,125 447,838 447,838

2 1,304 1,434 1,434

3 0.37 0.41 0.41

※２０１８年の目標値が増加になっているのは愛川支社が２０１８年から車両１１台増加、従業員９名増員に

　 なったため、削減は困難なので２０１７年実績の１０％以内の増加を目標値に定めた。

Ⅱ 環境活動の取組
１．　二酸化炭素排出量の抑制（温室効果ガス排出量の抑制：電気・車両燃料・ガス）

２．　総排水量の抑制（下水道・上水）

３．　当事業所から排出される廃棄物量の抑制（事務所内の一般廃棄物・産業廃棄物）

４．　受託廃棄物のリサイクル率の増加（一般廃棄物・産業廃棄物）

５．　グリーン購入品目の検討

６．　使用している化学物質名：アクリル酸（高分子凝集剤）　年間使用量３０ｋｇ　

　　　少量のため目標設定はしていないが、収支管理をしています

Ⅲ 環境活動の内容
NO

①

②

③

④

①

②

③

①

②

①

②

①

②

③

①

②

③

①

※ 基準年度：前年度実績とする。

※ 二酸化炭素排出量数値を求め、確認・評価すること。

5 グリーン購入 物品等
グリーン購入品目の検討

4
受託廃棄物のリサイクル率
の増加

廃棄物

廃棄物受託量の把握

リサイクル目標の啓蒙

処理施設の各種分析の実施

3
当事業所から排出される廃
棄物量の抑制

廃棄物

廃棄物排出量の把握

朝礼等で分別徹底の啓蒙

裏紙使用によるＯＡ用紙の節約

2 総排水量の抑制 水

水使用量の把握

朝礼等で節水を啓蒙

車両エコドライブ

ガス
月間使用量の把握

朝礼等で節ガスを啓蒙

事業所の廃棄物量の抑制 ｔ

活動項目 活動内容

1
二酸化炭素排出量の抑制
（温室効果ガス排出量の抑制）

電気

月間使用量の把握

エアコンの温度管理（暖房２２℃、冷房２８℃）

不要照明の消灯（昼休み未使用個所・トイレ）

機器・機械類不使用時のＯＦＦ（ディスプレーパワーオフ）

燃料

月間使用量の把握

車両・建設機械の点検整備

二酸化炭素排出量の抑制 kg-CO2

総排水量の抑制 ㎥ 

環境上の主要業務

２０１８年度 環境目標と環境活動計画　（愛川支社）

NO 目標値

単位

％



■ 中長期環境目標と２０１８年度主要な環境活動計画の内容と達成状況及びその評価

＜2018年 6月 1日 ～ 2019年 5月31日までの数値となります＞

活動項目 排出係数 目標値 実績 達成率(%) 〇

電     気
0.579kg-
CO2/kWh

70,303 63,881 ○ 9.1%削減

ガソリン 2.320 72,521 48,474 ○ 33%削減 ◯

軽     油 2.580 1,690,955 1,399,669 ○ 17%削減

ガ      ス 5.970 8,289 6,774 ○ 18%削減 ※

1,842,068 1,518,798 ○ 17%削減

目標値 実績 達成率(%) ◯

2,326 2,341 × 0.6%超過

※

目標値 実績 達成率(%) ◯

1,944 1,932 ○ 0.6%削減

1,305 806 ○ 38%削減

3,249 2,738 ○ 15%削減

環境管理責任者　大崎　秀也

2019年6月7日

産業廃棄物

合　        計

愛川支社を除く総合評価

した事が大きい。

総排水量の削減以外は愛川支社を除き目標を達成することができたことは、各部署の努力の賜
物と評価できると思います。しかし燃料については愛川支社に新しい部署ができ、車両が大きく移
動したことによる削減となっているため、根本的な達成とは言えず、来期への燃料に対する課題
が残るものとなりました。運転による燃料消費だけではなく、積込み作業時の燃料消費も発生す
る特性を加味して今後目標について慎重に検討をしていきたい。

愛川支社を除く達成状況及びその計画

二酸化炭素排出量の削減（ kg-CO2 ）

全体的に目標値を達成出来た。

ガソリン、軽油は車両が愛川支社へ移動

活動項目 目標値よりは削減出来たが来年以降の

削減率は低くなると思われる。

車庫や事務所の整理は計画を持って実施

したので削減することが出来た。

横浜支社はガス設備なし。厚木支社は電気、ガス

合　   計 等の光熱費は家賃に含まれて算出が不可能です。

総排水量の削減（ ｍ3 ）

下水道・上水

産業廃棄物の削減は大きく達成出来た。

一般廃棄物

横浜支社・厚木支社を除く。

廃棄物の削減（ kg ）

活動項目



■ 中長期環境目標と２０１８年度主要な環境活動計画の内容と達成状況及びその評価

＜2018年 6月 1日 ～ 2019年 5月31日までの数値となります＞

活動項目 排出係数 目標値 実績 第１工場 第２工場 第３工場 第４工場 達成率(%)

電     気
0.579kg-
CO2/kWh

286,878 251,484 30,279 171,588 24,503 25,114 ○　12%削減

ガソリン 2.320 5,150 5,148 4,225 未使用 未使用 923 ○ 増減なし

軽油（車） 2.580 10,183 295,268 未使用 未使用 未使用 295,268 ×　2,799%超過

軽油（重機） 2.580 79,694 85,912 4,770 13,055 13,646 54,441 ×　7.8%超過

ガ      ス 5.970 3,475 3,224 未使用 1,397 未使用 1,827 ○　7.2%削減

385,380 641,036 39,274 186,040 38,149 377,573 ×　66.3%超過

目標値 実績 第１工場 第２工場 第３工場 第４工場 達成率(%)

370 1,233 40 714 124 355 ×　233%超過

目標値 実績 第１工場 第２工場 第３工場 第４工場 達成率(%)

360 371 96 64 0 211 × 3.1%増加

60 60 60 0 0 0 ○ 増減なし

420 431 156 64 0 211 ○ 2.6%削減

第１工場 第２工場 第３工場 第４工場 達成率(%)

受入量 374.75 374.75

リサイクル量 374.75 374.75

受入量 6,181.63 1,659.32 2,004.82 2,517.49

リサイクル量 3,895.56 489.67 2,143.19 1,262.70

環境管理責任者　大崎　秀也

産業廃棄物

2019年6月7日

合　        計

愛川支社総合評価

軽油が大幅に目標超過の結果となった。愛川支社に新しい運搬部門ができ人員の増員、他部署からの車両
移動による保有車両増が主な原因となっており、現在も車両の変動が読みづらい状況であることから、今後の
目標設定について慎重に検討しなければならない課題が残るものとなった。
また総排水量も同じく大幅な超過となっており、これについては過去のデータに基づき来期の目標値を見直す
必要があるため検討を行うこととする。
産業廃棄物のリサイクル率は、昨今の中国のプラスチック輸入規制に伴いプラスチックのリサイクル情勢が大
きく変わり、これまでリサイクルができていたものができなくなり第4工場のリサイクル率低下につながる結果と
なった。

非該当 ×　63% 未達成

非該当

受入廃棄物量及びリサイクル量（ t ）

活動項目 実績の把握

一般廃棄物 非該当 非該当 〇　100% 達成

愛川支社　達成状況及びその計画

二酸化炭素排出量の削減（ kg-CO2 ）

合　   計

総排水量の削減（ ｍ3 ）

活動項目

下水道・上水

自社事業所から排出される廃棄物の削減（ kg ）

活動項目

一般廃棄物

産業廃棄物



■ 中長期環境目標と２０１８年度主要な環境活動計画の内容と達成状況及びその評価

＜2018年 6月 1日 ～ 2019年 5月31日までの数値となります＞

活動項目 排出係数 目標値 実績 ― ― ― ― 達成率(%)

電     気
0.579kg-
CO2/kWh

357,181 315,365 ― ― ― ― ○　11.7%削減

ガソリン 2.320 77,671 53,622 ― ― ― ― ○　30.9%削減

軽油（車） 2.580 1,701,138 1,694,937 ― ― ― ― ○　0.3%削減

軽油（重機） 2.580 79,694 85,912 ― ― ― ― ○　7.8%削減

ガ      ス 5.970 11,764 9,998 ― ― ― ― ○　15%削減

2,227,448 2,159,834 ― ― ― ― ○　3%削減

※　内訳

活動項目 排出係数 目標値 実績 ― ― ― ― 達成率(%)

電     気
0.579kg-
CO2/kWh

70,303 63,881 ― ― ― ― ○ 9.1%削減

ガソリン 2.320 72,521 48,474 ― ― ― ― ○ 33%削減

軽油（車） 2.580 1,690,955 1,399,669 ― ― ― ― ○ 17%削減

ガ      ス 5.970 8,289 6,774 ― ― ― ― ○ 18%削減

1,842,068 1,518,798 ― ― ― ― ○ 17%削減

活動項目 排出係数 目標値 実績 第１工場 第２工場 第３工場 第４工場 達成率(%)

電     気
0.579kg-
CO2/kWh

286,878 251,484 30,279 171,588 24,503 25,114 ○　12%削減

ガソリン 2.320 5,150 5,148 4,225 未使用 未使用 923 ○ 増減なし

軽油（車） 2.580 10,183 295,268 未使用 未使用 未使用 295,268 ×　2,799%超過

軽油（重機） 2.580 79,694 85,912 4,770 13,055 13,646 54,441 ×　7.8%超過

ガ      ス 5.970 3,475 3,224 未使用 1,397 未使用 1,827 ○　7.2%削減

385,380 641,036 39,274 186,040 38,149 377,573 ×　66.3%超過

環境管理責任者　大崎　秀也

合　   計

全社分　二酸化炭素排出量の削減（ kg-CO2 ）　達成状況及びその計画

愛川支社以外　二酸化炭素排出量の削減（ kg-CO2 ）

合　   計

全社分　二酸化炭素排出量の削減（ kg-CO2 ）

全社分　二酸化炭素排出量の削減（ kg-CO2 ）　総合評価

運搬部門の新設など個々の部門毎では課題を残すものとなった中で全体を通しての重機に使用する軽油以
外は二酸化炭素排出量削減を達成することができた。
重機についてはプラスチックリサイクル情勢の変化に伴い使用頻度が多くなったため超過をした。
中国輸入規制による廃プラスチック類のリサイクル問題の長期化、世界的な燃料取引値の高騰など、取り巻く
環境を加味しながら環境貢献を考察し、できるところから取組を行っていきたいと思います。
来期もエコドライブを主軸にしながら全体の一年の努力が実るものとしていきたい。

2019年6月7日

愛川支社　二酸化炭素排出量の削減（ kg-CO2 ）

合　   計



別紙 5-1

環境関連法規への違反、訴訟等の有無　（１）

文書番号 SE3001

調査年月日 2018年6月1日

調査者 栗原　隆

　  2017年度（2017年6月〜2018年4月）において、法遵守確認表によるチェックの結果、

下表のとおり違反及び訴訟はありません。

　 自主的に検査した結果、過去５年間違反はありませんでした。

　 尚、関係当局よりの違反の指摘も、過去５年間ございません。

NO 環境関連法規等 違反の有無 訴訟の有無 備考

1 特定家庭用機器再商品化法 無し 無し

2 食品リサイクル法 無し 無し

3 廃掃法 無し 無し ※

4 下水道法 無し 無し

5 浄化槽法 無し 無し

6 自動車Nox・PM法 無し 無し ※

7 毒劇法 無し 無し

8 道路交通法 無し 無し ※

9 道路運送車両法 無し 無し ※

10 道路法 無し 無し ※

11 東京都条例 無し 無し ※

12 神奈川県条例 無し 無し ※

13 横浜市条例 無し 無し ※

14 川崎市条例 無し 無し ※

15 相模原市条例 無し 無し ※

16 厚木市条例 無し 無し ※

17 町田市条例 無し 無し ※

18 貨物自動車運送事業法 無し 無し

※印は、当社は特に重視しております。



別紙 5-2

環境関連法規への違反、訴訟等の有無　（２）

文書番号 SE3001

調査年月日 2018年6月1日

調査者 栗原　隆

　  2017年度（2017年6月〜2018年4月）において、愛川工場の法遵守確認表による

チェックの結果、下表のとおり違反及び訴訟はありません。

　 自主的に検査した結果、過去５年間違反はありませんでした。

　 尚、関係当局よりの違反の指摘も、過去５年間ございません。

NO 環境関連法規等 違反の有無 訴訟の有無 備考

1 悪臭防止法 無し 無し ※

2 愛川町環境基本条例 無し 無し

3 資源有効利用推進法 無し 無し ※

4 廃掃法 無し 無し ※

5 水質汚濁防止法 無し 無し

6 フロン排出抑制法 無し 無し

7 肥料取締法 無し 無し ※

8 火災予防条例 無し 無し ※

9 労働安全衛生法 無し 無し

※印は、当社は特に重視しております。



指摘月日 ２０１９年６月１０日（月）

指摘箇所 ２０１８年度　環境活動計画及び実績について

指摘内容

是正内容 １．二酸化炭素排出量の削減

２．総排水量の削減

３．廃棄物の削減

是正完了月日 ２０１９年６月１４日（金）

是正責任者 エコアクション２１環境管理責任者　大崎　秀也

代表者

確認・記入欄

□代表者による全体評価と見直し結果

２０１９年６月１４日（金）

赤石　賢治

　今期目標未達成のものについて原因を検証し、来期の計画を考慮しながら
来期の目標を慎重に設定すること。

愛川支社の軽油使用量目標が実績と大きく差異がでたため、来期購入予定
の車両台数を考慮して目標値を設定した。

天候や業務量によって変動があるが、過去の使用量から来期を予想して目
標値を設定し是正を行い経過を観察する。

　廃棄物については目標を達成しているが、引き続き来期も排出量管理を行
う。

全体的には目標を達成できたため、各社の日々の努力を評価したい。
支社単位での目標で達成できなかった実施項目があり、来期の目標設定に
ついて慎重に検討したことが確認できた。
愛川支社への産業廃棄物収集運搬部門の拡大も考えているため、愛川支
社の軽油の目標値は実績の推移をみていきたい。


